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概 要 

『万葉集』巻二十収載、天平勝宝七歳防人歌の場の論を追究する時、他の国には見られない特徴を持っている常陸国

防人歌は重要な鍵となる歌群と位置づけられる。本稿は、常陸国防人歌の特徴の意味を追究し、前半は、直前の大伴家

持長歌「私の拙懐を陳ぶる一首」の難波詠と密接に結びつき、後半は下野国防人歌の冒頭部と密接に結びついているこ

と、また、歌の分析より見出される「常陸国・下野国歌群」は、その背景に家持防人関連長歌があり、家持が歌世界の

中で構築した「防人」像を現実の場に求め、身分を越えて和歌という文雅の世界を共有することに一つの理想を見出し

た結果が見だせることを立証する。 

 

キーワード 万葉集  防人歌  常陸国防人歌  家持防人関連長歌 
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は
じ
め
に 

 『
万
葉
集
』
巻
二
十
収
載
、
天
平
勝
宝
七
歳
「
防
人
歌
」
の
場
に
関
す
る
論
の
出
発
点
と
な
っ

た
吉
野
裕
『
防
人
歌
の
基
礎
構
造
』
は
、
各
国
の
「
防
人
歌
」
に
見
ら
れ
る
歌
の
類
同
は
民
謡
的

な
流
布
や
先
行
す
る
歌
の
模
倣
で
は
な
く
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
が
座
を
同
じ
く
す
る
一
つ
の
集
団
的

詠
歌
の
結
果
で
あ
り
、
一
国
の
歌
の
場
が
、
防
人
遠
征
軍
へ
の
入
隊
宣
誓
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ

た
官
公
的
言
立
て
的
性
格
か
ら
私
的
抒
情
へ
と
展
開
す
る
さ
ま
を
想
定
し
た （

１

。 ）

こ
の
場
の
論
は
、

現
在
で
は
ほ
ぼ
基
本
的
な
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
吉
野
説
が
一
国
の
防
人
歌
を
同
一

の
作
歌
場
所
と
し
た
の
に
対
し
て
は
多
く
の
批
判
が
あ
り
、
現
在
で
は
そ
の
論
は
「
出
郷
時
」「
旅

の
途
次
」
「
難
波
津
」
と
い
う
三
つ
の
場
を
想
定
す
る
論
と
し
て
展
開
し
て
い
る （

２

。 ） 

こ
の
場
の
論
を
追
究
す
る
時
、
常
陸
国
防
人
歌
は
重
要
な
鍵
と
な
る
歌
群
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
常
陸
国
防
人
歌
は
他
の
国
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
防
人
歌
群
中
に

お
い
て
特
異
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
特
徴

を
ま
と
め
る
と
以
下
の
三
点
に
な
る
。 

① 

防
人
歌
は
お
お
む
ね
階
級
序
列
に
し
た
が
い
、
身
分
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
常
陸
国
は
そ
の
原
則
か
ら
は
は
ず
れ
て
い
る
。 

② 

三
人
の
防
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
二
首
ず
つ
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
他
の
国
に
例
が
な
い
。 

③ 

防
人
歌
全
体
を
通
じ
、
唯
一
の
長
歌
を
含
む
。 

 
 
 

本
稿
は
、
こ
れ
ら
三
点
の
特
徴
の
意
味
を
追
究
し
、
い
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
常
陸

国
防
人
歌
を
統
一
的
な
歌
群
と
し
て
捉
え
直
す
試
み
で
あ
る
。 

 

一 

常
陸
国
防
人
歌
の
配
列 

 

防
人
歌
の
作
者
名
表
記
を
分
析
す
る
と
、
防
人
歌
の
配
列
に
は
以
下
の
二
種
類
が
あ
っ
た
と
推

定
で
き
る （

３

。 ） 

ア 

国
造
丁
（
国
造
）
〈
か
み
・
長
〉
―
助
丁
〈
す
け
・
副
〉
―
主
帳
丁
（
帳
丁
・
主
帳
）
〈
庶

務
会
計
〉
― 

火
長
〈
兵
士
十
人
の
長
〉
― 

～
郡
上
丁
〈
郡
の
防
人
集
団
内
部
の
長
〉 

イ  

上
丁 

―
〈
か
み
・
長
〉
― 

助
丁
〈
す
け
・
副
〉
― 

主
帳
〈
庶
務
会
計
〉
― 

火
長
〈
兵

士
十
人
の
長
〉
― 

～
郡
上
丁
〈
郡
の
防
人
集
団
内
部
の
長
〉 

こ
の
配
列
は
、
岸
俊
男
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
防
人
歌
が
お
お
む
ね
階
級
序
列
に
し
た
が
い
、

身
分
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
常
陸
国
の
み
ア
・
イ
の
原
則
か
ら
は
ず
れ

て
い
る
。 

常
陸
国
防
人
歌
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

難
波
津
に
み
船
下
ろ
据
ゑ
八
十
梶
貫
き
今
は
漕
ぎ
ぬ
と
妹
に
告
げ
こ
そ 

 
 

（
四
三
六
三
） 

防
人
に
発
た
む
騒
き
に
家
の
妹
が
業
る
べ
き
こ
と
を
言
は
ず
来
ぬ
か
も 

 
 

（
四
三
六
四
） 

右
の
二
首
、
茨
城
郡
の
若
舍
人
部
放
広
足 

お
し
て
る
や
灘
波
の
津
ゆ
り
船
装
ひ
我
は
漕
ぎ
ぬ
と
妹
に
告
ぎ
こ
そ 

 
 
 

（
四
三
六
五
） 

常
陸
さ
し
行
か
む
雁
も
が
我
が
恋
を
記
し
て
付
け
て
妹
に
知
ら
せ
む 

 
 
 

（
四
三
六
六
） 

右
の
二
首
、
信
太
郡
の
物
部
道
足 

我
が
面
の
忘
れ
も
し
だ
は
筑
波
嶺
を
振
り
放
け
見
つ
つ
妹
は
偲
は
ね 

 
 
 

（
四
三
六
七
） 

右
の
一
首
、
茨
城
郡
の
占
部
小
竜 

久
慈
川
は
幸
く
あ
り
待
て
潮
船
に
ま
梶
し
じ
貫
き
我
は
帰
り
来
む 

 
 
 
 

（
四
三
六
八
） 

右
の
一
首
、
久
慈
郡
の
丸
子
部
佐
壮 

筑
波
嶺
の
さ
百
合
の
花
の
夜
床
に
も
か
な
し
け
妹
そ
昼
も
か
な
し
け 

 
 
 

（
四
三
六
九
） 

霰
降
り
鹿
島
の
神
を
祈
り
つ
つ
皇
御
軍
士
に
我
は
来
に
し
を 

 
 
 
 
 
 

（
四
三
七
〇
） 

右
の
二
首
、
那
賀
郡
の
上
丁
大
舎
人
部
千
文 
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橘
の
下
吹
く
風
の
か
ぐ
は
し
き
筑
波
の
山
を
恋
ひ
ず
あ
ら
め
か
も 

 
 
 

（
四
三
七
一
） 

右
の
一
首
、
助
丁
占
部
広
方 

足
柄
の 
み
坂
賜
り 

顧
み
ず 

我
は
越
え
行
く 

荒
し
男
も 

立
し
や
は
ば
か
る 

不

破
の
関 
越
え
て
我
は
行
く 

馬
の
爪 

筑
紫
の
崎
に 

留
ま
り
居
て 

我
は
斎
は
む 

諸
は 

幸
く
と
申
す 

帰
り
来
ま
で
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
四
三
七
二
） 

右
の
一
首
、
倭
文
部
可
良
麻
呂 

二
月
十
四
日
に
常
陸
国
の
部
傾
防
人
使
大
目
正
七
位
上
息
長
真
人
国
島
が
進
る
歌 

の
数
十
七
首
。
た
だ
し
拙
劣
の
歌
は
取
り
載
せ
ず 

こ
の
左
注
に
示
さ
れ
て
い
る
作
者
名
表
記
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
常
陸
国
防
人
歌
は
他
の

国
と
逆
の
配
列
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
逆
か
ら
示
す

と
、 

郡
名
・
役
職
名
な
し 

― 

助
丁
― 

那
賀
郡
上
丁 
―
～
郡 

と
い
う
身
分
順
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
防
人
歌
に
お
い
て
は
、
国
の
中
で
役
職
に
就
く
身
分
の

者
は
、
例
え
ば
、
「
国
造
丁
日
下
部
使
主
三
中
」
（
上
総
国
）
、
「
助
丁
丈
部
造
人
麻
呂
」
（
相

模
国
）
、
「
上
丁
有
度
部
牛
麻
呂
」
（
駿
河
国
）
、
「
火
長
今
奉
部
与
曾
布
」
（
下
野
国
）
な
ど

の
よ
う
に
、
郡
名
を
示
さ
な
い
傾
向
に
あ
る
。
「
郡
名
・
役
職
名
な
し
」
の
「
倭
文
部
可
良
麻
呂
」

は
、
役
職
に
就
く
「
助
丁
占
部
広
方
」
と
と
も
に
郡
名
を
示
さ
な
い
表
記
を
持
っ
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
、
ア
の
「
国
造
丁
」
、
イ
の
「
上
丁
」
と
同
等
の
身
分
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
ぜ
役
職
名
が
示
さ
れ
な
い
表
記
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
最
後
の
三
名
は
、
ア

の
「
国
造
丁 

― 

助
丁 

― 

～
郡
上
丁
」
、
イ
の
「
上
丁 

― 

助
丁 

― 

～
郡
上
丁
」
の
三
役
に

準
ず
る
も
の
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。 

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
他
の
防
人
歌
に
は
見
ら
れ
な
い
逆
の
配
列
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
常
陸
国
の
み
原
則
か
ら
は
ず
れ
た
配
列
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
追
究
す
る
こ

と
と
す
る
。 

 

二 

防
人
の
使
命
感
を
詠
む
歌 

 

常
陸
国
は
後
か
ら
序
列
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
序
列
の
高
い
四

三
七
〇
・
四
三
七
一
・
四
三
七
二
か
ら
眺
め
て
い
く
と
、
こ
れ
ら
の
歌
は
、
三
首
中
二
首
が
防
人

の
使
命
感
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
四
三
七
〇
は
そ
の
典
型
で
あ
り
、
ま
た
長
歌

四
三
七
二
も
「
顧
み
ず 

我
は
越
え
行
く 

荒
し
男
も 

立
し
や
は
ば
か
る 

不
破
の
関 

越
え

て
我
は
行
く
」
と
歌
い
上
げ
る
。
同
じ
発
想
の
歌
が
詠
ま
れ
る
背
景
に
は
、
歌
の
場
が
大
き
く
関

与
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

常
陸
国
で
身
分
の
高
い
者
が
防
人
の
使
命
感
を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
吉
野
説
の
「
官
公
的
言
立

て
的
性
格
」
に
当
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
吉
野
説
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
「
大
君
の
命
か

し
こ
み
」
の
句
を
含
む
歌
で
あ
る
。
防
人
歌
に
お
け
る
「
大
君
の
命
か
し
こ
み
」
（
ま
た
は
そ
れ

に
類
す
る
句
）
を
含
む
歌
は
、
以
下
の
七
首
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

恐
き
や
命
被
り
明
日
ゆ
り
や
草
が
む
た
寝
む
妹
な
し
に
し
て 

 
 

（
四
三
二
一
・
遠
江
国
） 

大
君
の
命
恐
み
磯
に
触
り
海
原
渡
る
父
母
を
置
き
て 

 
 
 
 
 

（
四
三
二
八
・
相
模
国
） 

大
君
の
命
恐
み
出
で
来
れ
ば
我
取
り
付
き
て
言
ひ
し
児
な
は
も 

 

（
四
三
五
八
・
上
総
国
） 

大
君
の
命
に
さ
れ
ば
父
母
を
斎
瓮
と
置
き
て
参
ゐ
出
来
に
し
を 

 

（
四
三
九
三
・
下
総
国
） 

大
君
の
命
恐
み
弓
の
み
た
さ
寝
か
渡
ら
む
長
け
こ
の
夜
を 

 
 
 

（
四
三
九
四
・
下
総
国
） 

大
君
の
命
恐
み
青
雲
の
と
の
び
く
山
を
越
よ
て
来
ぬ
か
む 

 
 
 

（
四
四
〇
三
・
信
濃
国
） 

大
君
の
命
恐
み
愛
し
け
真
子
が
手
離
り
島
伝
ひ
行
く 

 
 
 
 
 

（
四
四
一
四
・
武
蔵
国
） 

身
崎
寿
は
「
一
首
全
体
が
言
立
て
的
言
辞
に
終
始
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
つ
ね
に
そ
れ
と

対
置
す
る
よ
う
に
、
『
妹
な
し
に
し
て
』
と
か
『
父
母
を
置
き
て
』
と
か
い
う
悲
別
的
な
言
辞
が

お
か
れ
、
（
中
略
）
む
し
ろ
悲
別
歌
的
・
羇
旅
発
思
的
傾
向
こ
そ
防
人
歌
の
本
来
的
な
属
性
な
の

だ
」
と
反
論
し
て
い
る
が （

４

、 ）

吉
野
説
に
対
す
る
反
論
に
は
こ
の
句
を
受
け
る
下
句
が
私
的
な
抒
情

に
流
れ
て
い
る
点
を
強
調
し
、
そ
の
公
的
「
言
立
て
」
の
性
格
を
否
定
す
る
論
が
多
い
。 

し
か
し
、
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
大
君
の
命
か
し
こ
み
」
全
二
十
八
首
を
検
討
す
る
と
、
例

え
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

大
君
の 
命
恐
み 

に
き
び
に
し 

家
を
置
き 

こ
も
り
く
の 

泊
瀬
の
川
に 

船
浮
け
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て 

我
が
行
く
川
の 

川
隈
の 

八
十
隈
落
ち
ず 

万
度 

か
へ
り
見
し
つ
つ 

玉
桙
の 

道
行
き
暮
ら
し 

あ
を
に
よ
し 

奈
良
の
京
の 

佐
保
川
に 

い
行
き
至
り
て 

我
が
寝

た
る 
衣
の
上
ゆ 

朝
月
夜 

さ
や
か
に
見
れ
ば 

た
へ
の
ほ
に 

夜
の
霜
降
り 

石
床

と 

川
の
氷
凝
り 

寒
き
夜
を 

息
む
こ
と
な
く 

通
ひ
つ
つ 

造
れ
る
家
に 

千
代
ま

で
に 

い
ま
せ
大
君
よ 

我
も
通
は
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
・
七
九
） 

（
前
略
）
大
君
の
命
恐
み 

夕
さ
れ
ば 

鶴
が
妻
呼
ぶ 

難
波
潟 

三
津
の
崎
よ
り 

大
船

に 

ま
梶
し
じ
貫
き 
白
波
の 

高
き
荒
海
を 

島
伝
ひ 

い
別
れ
行
か
ば 

留
ま
れ
る 

我
は
幣
引
き 

斎
ひ
つ
つ 
君
を
ば
遣
ら
む 

は
や
帰
り
ま
せ 

 
 

（
8
・
一
四
五
三
） 

（
前
略
）
大
君
の
任
の
ま
に
ま
に
〈
或
本
に
云
ふ
、
「
大
君
の
命
恐
み
」
〉
鄙
離
る 

国
治

め
に
と 

群
鳥
の 

朝
立
ち
去
な
ば 
後
れ
た
る 

我
か
恋
ひ
む
な 

旅
な
れ
ば 

君
か

偲
は
む
（
後
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
13
・
三
二
九
一
） 

（
前
略
）
大
君
の 

命
恐
み 

食
す
国
の 

事
取
り
持
ち
て 

若
草
の 

足
結
た
づ
く
り 

群
島
の 

朝
立
ち
去
な
ば 

後
れ
た
る 

我
や
悲
し
き 

旅
に
行
く 

君
か
も
恋
偲
ひ
む

（
中
略
）
礪
並
山 

手
向
け
の
神
に 

幣
奉
り 

我
が
乞
ひ
禱
ま
く 

は
し
け
や
し 

君
が

た
だ
か
を 

ま
幸
く
も 

あ
り
た
も
と
ほ
り
（
後
略
） 

 
 
 
  

（
17
・
四
〇
〇
八
） 

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
防
人
歌
以
外
も
「
大
君
の
命
か
し
こ
み
」
は
官
命
に
よ
る
旅
の
状
況
と
結

び
つ
い
て
用
い
ら
れ
た
語
句
で
あ
り
、
ま
た
波
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
防
人
歌
と
同
様
、
そ
の

官
命
の
た
め
に
犠
牲
と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
も
の
、
後
に
残
っ
た
者
の
悲
嘆
の
心
情
な
ど
も

一
緒
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
相
模
国
の
四
三
二
八
と
七
九
と
の
間
に
は
、

短
歌
と
長
歌
と
の
相
違
は
あ
る
が
、
表
現
の
型
に
は
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
渡
瀬
昌
忠
は
こ
の

二
首
の
対
応
関
係
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

「
大
君
の
命
恐
み
」
と
歌
い
始
め
、
自
分
の
意
志
に
反
し
て
、
自
分
の
大
事
に
思
う
も
の
を

あ
と
に
残
し
て
行
く
こ
と
を
「
に
き
び
に
し
家
を
置
き
」
「
父
母
を
置
き
て
」
と
表
現
し
、

船
に
よ
る
歌
い
手
の
苦
し
い
道
行
き
を
、
前
者
は
（
七
九
―
東
城
注
）
「
泊
瀬
の
川
に 

船

浮
け
て
わ
が
行
く
」
と
言
い
「
川
隈
の
八
十
隈
落
ち
ず
」
「
か
へ
り
見
し
つ
つ
」
「
道
行

き
暮
ら
し
」
「
佐
保
川
に
い
行
き
至
り
て
」
な
ど
と
詳
述
し
た
の
に
対
し
て
、
後
者
（
ウ

―
東
城
注
）
は
「
磯
に
触
り
海
原
渡
る
」
と
簡
潔
に
述
べ
る
。
「
大
君
の
命
恐
み
」
二
十

八
例
中
、
こ
れ
ほ
ど
の
表
現
の
類
似
は
、
他
に
例
を
見
な
い （

５

。 ） 

し
た
が
っ
て
防
人
歌
に
お
け
る
例
は
「
王
命
を
遂
行
す
る
た
め
に
止
む
を
得
ず
犠
牲
に
し
た
私

情
へ
の
回
帰
を
主
題
と
す
る
官
人
歌
と
同
様
の
あ
り
か
た
を
示
し
な
が
ら
、
短
歌
形
式
に
歌
わ
れ

た
も
の （

６

」 ）

と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。 

防
人
歌
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
防
人
の
使
命
感
を
詠
ん
だ
歌
は
、
四
三
七
〇
（
常
陸
国
）
、
四

三
七
二
（
常
陸
国
）
、
四
三
七
三
（
下
野
国
）
、
四
三
七
四
（
下
野
国
）
の
四
首
の
み
と
認
定
し

て
よ
い
。
問
題
と
す
る
べ
き
は
こ
れ
ら
四
首
の
う
ち
二
首
が
現
在
問
題
に
し
て
い
る
常
陸
国
防
人

歌
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
残
り
二
首
が
下
野
国
に
ま
と
め
て
収
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ

る
。 そ

こ
で
、
続
い
て
、 

（
1
）
な
ぜ
常
陸
国
・
下
野
国
に
の
み
現
れ
る
の
か
。 

（
2
）
そ
の
発
想
の
基
盤
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。 

こ
の
二
点
の
疑
問
点
を
提
示
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
方
法
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

三 

「
常
陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
の
成
立 

 

疑
問
点
（
1
）
（
2
）
を
考
察
す
る
上
で
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
二
国
共
同

の
歌
の
場
の
問
題
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
防
人
と
し
て
の
使
命
感
を
詠
む
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る

の
は
、
常
陸
国
以
外
で
は
、
下
野
国
の
二
首
の
み
で
あ
り
、
こ
の
二
国
は
同
日
二
月
十
四
日
に
家

持
に
進
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
こ
と
も
一
つ
の
根
拠
と
し
て
、
二
国
が
共
同
の
歌

の
場
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
説
が
存
在
す
る
。 

林
田
正
雄
は
、
「
う
た
げ
の
座
は
、
常
陸
と
下
野
の
防
人
軍
団
が
到
着
後
に
兵
部
省
の
役
人
の

検
閲
を
受
け
、
そ
の
後
、
常
陸
と
下
野
の
防
人
合
同
の
直
会
の
場
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る （

７

」 ）

と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
常
陸
国
の
配
列
や
他
の
国
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重

要
な
指
摘
と
な
る
。
現
在
の
防
人
歌
の
場
の
論
に
お
い
て
は
、
一
国
の
中
に
お
い
て
の
み
歌
の
場
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が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
二
国
共
同
の
場
の
視
点
こ
そ
は
、
従
来
の
「
防
人
歌
」
の
考
察
に
お
い
て

欠
け
て
い
た
重
要
な
視
点
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
南
信
一
は
、
詠
歌
の
場
を
「
出
郷
時
」
「
旅
の

途
次
」
「
難
波
津
」
の
三
つ
の
場
に
分
け
、
「
防
人
歌
」
を
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
三
つ
に
分
類
し
た
。

ま
た
身
崎
寿
や
金
子
武
雄
も
多
少
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
く
「
防
人
歌
」
を
三
分
類
し
て
い
る （

８

。 ）

こ
れ
ら
の
説
は
現
在
ほ
ぼ
通
説
に
な
っ
て
い
る
感
が
あ
り
、
確
か
に
重
要
な
視
点
で
は
あ
る
が
、

歌
の
内
容
か
ら
実
際
の
場
を
想
定
す
る
こ
と
は
は
た
し
て
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
林
田
正
男
も

指
摘
す
る
よ
う
に
「
こ
の
分
類
の
判
断
は
個
人
の
主
観
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
客
観
性

を
持
つ
と
は
言
え
ず
」
「
場
と
時
点
を
異
論
な
く
定
め
る
こ
と
は
困
難 （

９

」 ）

で
あ
ろ
う
。 

以
前
私
も
駿
河
国
・
上
総
国
防
人
歌
を
考
察
し
、
以
下
の
よ
う
な
対
応
関
係
を
見
出
し
た

（
１
０

。 ） 

 

駿
河
国 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
総
国 

四
三
三
七 

父
母 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
三
四
七 

父
の
歌 

四
三
三
八 

母 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
三
四
八 
母 

四
三
三
九 

国
巡
る 

行
き
巡
り 

 
 
 

四
三
四
九 
百
隈
の
道 

八
十
島
過
ぎ
て 

四
三
四
〇 

父
母 

斎
ひ
て
待
た
ね 

 
 

四
三
五
〇 

我
は
斎
は
む 

帰
り
来
ま
で
に 

取
り
て
来
ま
で
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
三
四
一 

父 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
三
五
一 

妹 

四
三
四
二 

母 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
三
五
二 

君 

四
三
四
三 

子 

我
妻 

家 
 
 
 
 
 

四
三
五
三 

我
妹
子 

家 

四
三
四
四 

父
母 

忘
れ
せ
ぬ
か
も 

 
 

四
三
五
四 

妹 

忘
れ
せ
ぬ
か
も 

四
三
四
五 

駿
河
嶺 

二
人
我
が
見
し 

 

四
三
五
五 

難
波
潟 

外
に
の
み
見
て
や 

四
三
四
六 

父
母 

頭
か
き
撫
で 

忘
れ
せ
ぬ
か
も 

四
三
五
六 

母 

袖
も
と
撫
で
て 

忘
れ
え
ぬ
か
も 

 

南
信
一
・
身
崎
壽
・
金
子
武
雄
は
、
駿
河
国
や
上
総
国
の
歌
の
ほ
と
ん
ど
を
、
出
郷
時
や
旅
の

途
次
で
の
作
で
あ
る
と
し
て
い
る
が

（
１
１

、 ）

で
は
、
そ
の
よ
う
な
二
国
の
歌
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
整

然
と
し
た
対
応
関
係
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
結
論
は
、
こ
れ
ら
二
国
は
同
一
の
場
で

詠
ま
れ
た
歌
群
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
二
国
が
、
同
一
の
場
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
難
波
津
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る

な
ら
ば
、
難
波
津
の
場
こ
そ
が
、
実
は
こ
れ
ら
の
歌
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
実
際
の
場
で
あ
っ
た

と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
以
下
、
林
田
説
を
補
強
・
発
展
さ
せ
つ
つ
、
常
陸
国
・
下
野
国
の
二
国
を
分
析
し
て

み
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
先
ほ
ど
の
防
人
と
し
て
の
使
命
感
を
詠
む
歌
を
分
析
す
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
。 

霰
降
り
鹿
島
の
神
を
祈
り
つ
つ
皇
御
軍
士
に
わ
れ
は
来
に
し
を 

 

（
常
陸
国
・
四
三
七
〇
） 

橘
の 

下
吹
く
風
の
か
ぐ
は
し
き
筑
波
の
山
を
恋
ひ
ず
あ
ら
め
か
も 

（
常
陸
国
・
四
三
七
一
） 

足
柄
の 

み
坂
賜
り 

顧
み
ず 

あ
れ
は
越
え
い
く 

荒
し
男
も 

立
し
や
は
ば
か
る 

不
滅
の
関 

越
え
て
わ
は
行
く 

馬
の
爪 

筑
紫
の
崎
に 

留
ま
り
居
て 

あ
れ
は
斎
は

む 

諸
は
幸
く
と
申
す 

帰
り
来
ま
で
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
常
陸
国
・
四
三
七
二
） 

今
日
よ
り
は
顧
み
な
く
て
大
君
の
醜
の
み
楯
と
出
で
立
つ
わ
れ
は 

（
下
野
国
・
四
三
七
三
） 

天
地
の
神
を
祈
り
て
さ
つ
矢
貫
き
筑
紫
の
島
を
さ
し
て
行
く
わ
れ
は
（
下
野
国
・
四
三
七
四
） 

松
の
木
の 

並
た
る
見
れ
ば
家
人
の
わ
れ
を
見
送
る
と
立
た
り
し
も
こ
ろ 

（
下
野
国
・
四
三
七
五
） 

身
分
の
高
い
者
の
歌
で
あ
る
四
三
七
〇
・
四
三
七
一
・
四
三
七
二
の
常
陸
国
後
半
部
と
下
野
国

の
冒
頭
三
首
は
密
接
な
対
応
関
係
が
見
出
せ
る
。
四
三
七
〇
が
「
鹿
島
の
神
を
祈
り
つ
つ
」
と
詠

む
の
に
対
し
て
、
下
野
国
四
三
七
四
は
「
天
地
の
神
を
祈
り
て
」
と
対
応
さ
せ
る
。
長
歌
四
三
七

二
の
い
わ
ゆ
る
「
言
立
て
」
的
「
顧
み
ず
我
は
越
え
い
く
」
は
、
下
野
国
冒
頭
の
「
顧
み
な
く
て

大
君
の
醜
の
み
楯
と
出
で
立
つ
我
は
」
と
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
四
三
七
一
「
橘
の
下
吹
く
風
の
」

は
下
野
国
四
三
七
五
「
松
の
木
の
並
み
た
る
見
れ
ば
」
と
対
応
し
、
木
々
の
描
写
に
よ
っ
て
故
郷

や
故
郷
の
人
々
を
恋
い
慕
う
内
容
で
結
び
つ
く
。
こ
れ
ら
下
野
国
の
冒
頭
三
首
は
郡
名
が
記
さ
れ

ず
、
「
火
長
」
と
い
う
国
の
中
で
の
役
職
を
示
す
者
が
並
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
「
防
人
と
し
て
の
使
命
感
」
を
詠
む
歌
は
常
陸
国
、
な
ら
び
に
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下
野
国
の
身
分
の
高
い
、
役
職
に
就
く
者
が
対
応
さ
せ
な
が
ら
歌
を
応
答
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
歌
に
は
孤
的
・
単
数
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
一
人
称
代
名
詞
「
あ
れ
」

で
は
な
く
、
太
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
「
わ
れ
は
来
に
し
を
」
「
越
え
て
わ
は
行
く
」
「
出
で
立

つ
わ
れ
は
」
「
さ
し
て
行
く
わ
れ
は
」
「
わ
れ
を
見
送
る
と
」
な
ど
の
よ
う
に
、
集
団
的
・
複
数

的
な
意
味
合
い
を
持
つ
「
わ
れ
」
（
わ
れ
わ
れ
）
が
多
用
さ
れ
て
お
り

（
１
２

、 ）

そ
の
よ
う
な
意
味
で

も
国
々
を
代
表
す
る
歌
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。 

さ
ら
に
四
三
七
二
の
長
歌
に
「
足
柄
の
み
坂
」
「
不
破
関
」
の
両
者
が
詠
み
込
ま
れ
る
背
景
に

は
、
こ
の
二
国
共
同
の
歌
の
場
で
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
足
柄
は
、
常
陸
国
と
同
じ
東

海
道
に
属
し
、
不
破
関
は
下
野
国
と
同
じ
東
山
道
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
東
海
道
・

東
山
道
の
実
際
の
交
通
は
厳
密
に
は
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
長
歌
と
し
て

詠
み
込
ま
れ
る
背
景
に
は
、
足
柄
は
東
海
道
、
不
破
関
は
東
山
道
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
こ
の
長
歌
は
二
国
を
代
表
す
る
歌
で
あ
っ
た
と
結
論

づ
け
ら
れ
、
先
ほ
ど
の
林
田
説
が
妥
当
性
を
持
つ
こ
と
と
な
り
、
ま
た
遠
藤
宏
が
「
『
肩
書
き
無

し
』
が
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
歌
が
、
儀
礼
歌
で
あ
る
こ
と
、
公
的
な
歌
で
あ
る
こ

と
に
依
ろ
う

（
１
３

」 ）

と
す
る
説
と
も
関
わ
り
合
う
。 

ま
た
そ
れ
以
外
に
も
以
下
の
よ
う
に
多
く
の
対
応
関
係
が
こ
の
二
国
間
に
は
見
い
だ
さ
れ
る
。 

 

常
陸
国 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
野
国 

四
三
六
三 

今
は
漕
ぎ
ぬ
と
妹
に
告
げ
こ
そ 

 

四
三
七
九 

別
れ
な
ば
い
と
も
す
べ
な
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
三
八
一 

別
る
を
見
れ
ば
い
と
も
す
べ
な
し 

四
三
六
四 

業
る
べ
き
こ
と
を
言
は
ず
来
ぬ
か
も 

四
三
七
六 

言
申
さ
ず
て
今
ぞ
悔
し
け 

四
三
六
五 

船
装
ひ
我
は
漕
ぎ
ぬ
と 

 
 
 
 

四
三
八
〇 

難
波
津
を
漕
ぎ
出
て
見
れ
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
三
八
三 

船
装
ひ
立
し
出
も
時
に 

四
三
六
六 

我
が
恋
を
記
し
て
付
け
て 

 
 
 

四
三
八
四 

み
づ
ら
の
中
に
合
へ
巻
か
ま
く
も 

 

本
稿
で
は
、
お
お
ま
か
な
概
観
を
示
す
に
と
ど
め
る
が
、
「
常
陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
と
言
い

得
る
よ
う
な
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
、
類
似
性
が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い

（
１
４

。 ） 

こ
の
よ
う
な
二
国
共
同
の
場
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
先
ほ
ど
の
疑
問
点
（
1
）

「
な
ぜ
常
陸
国
・
下
野
国
に
の
み
防
人
の
使
命
感
を
詠
ん
だ
歌
が
現
れ
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
は

解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
実
は
こ
の
発
想
自
体
が
防
人
歌
で
は
、
特
異
な
発
想
だ
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
続
い
て
疑
問
点
（
2
）
「
そ
の
発
想
の
基
盤
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
、

こ
の
点
を
さ
ら
に
追
究
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

 

四 

「
常
陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
の
発
想
基
盤 

 

ま
ず
先
述
し
た
「
顧
み
ず
」
「
顧
み
な
く
て
」
と
い
う
語
句
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
発
想
こ
そ
、

防
人
の
使
命
感
を
端
的
に
示
す
語
句
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
大
君
の
命
か
し
こ
み
」
で
考
察
し
た
、

下
句
に
お
け
る
私
的
な
抒
情
、
官
命
の
た
め
に
犠
牲
と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
も
の
、
そ
の
こ

と
を
「
顧
み
ず
」
と
歌
う
発
想
こ
そ
新
た
な
視
点
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
顧
み
ず
」
の
用
例
は
集
中
五
首
に
し
か
な
く
、
そ
の
う
ち
二
首
が
「
常

陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
に
見
出
さ
れ
た
。
残
り
三
首
中
の
二
首
、
四
〇
九
四
・
四
三
三
一
は
、
と

も
に
大
伴
家
持
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
て
お
り
、
と
く
に
、
四
三
三
一
「
防
人
が
悲
別
の
心
を
追
ひ
て

痛
み
作
る
歌
一
首
」
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
改
め
て
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
三
三

一
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

防
人
が
悲
別
の
心
を
追
ひ
て
痛
み
作
る
歌
一
首
并
短
歌 

大
君
の 

遠
の
朝
廷
と 

し
ら
ぬ
ひ 

筑
紫
の
国
は 

敵
守
る 

お
さ
へ
の
城
そ
と 

聞

こ
し
食
す 

四
方
の
国
に
は 

人
さ
は
に 

満
ち
て
は
あ
れ
ど 

鶏
が
鳴
く 

東
男
は 

出
で

向
か
ひ 

顧
み
せ
ず
て 

勇
み
た
る 

猛
き
軍
士
と 

ね
ぎ
た
ま
ひ 

任
け
の
ま
に
ま
に 

た

ら
ち
ぬ
の 

母
が
目
離
れ
て 

若
草
の 

妻
を
も
ま
か
ず 

あ
ら
た
ま
の 

月
日
数
み
つ
つ 

葦
が
散
る 

難
波
の
三
津
に 

大
船
に 

ま
櫂
し
じ
貫
き 

朝
な
ぎ
に 

水
手
整
へ 

夕
潮
に 

梶
引
き
折
り 

率
い
て 

漕
ぎ
行
く
君
は 

波
の
間
を 

い
行
き
さ
ぐ
く
み 

ま
幸
く
も 

早

く
至
り
て 
大
君
の 

命
の
ま
に
ま 

ま
す
ら
を
の 

心
を
持
ち
て 

あ
り
巡
り 

事
し
終
は
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ら
ば 

障
ま
は
ず 

帰
り
来
ま
せ
と 

斎
瓮
を 

床
辺
に
据
ゑ
て 

白
た
へ
の 

袖
折
り
返
し 

ぬ
ば
た
ま
の 

黒
髪
敷
き
て 

長
き
日
を 

待
ち
か
も
恋
ひ
む 

愛
し
き
妻
ら
は 

（
大
伴
家
持
、
20
・
四
三
三
一
） 

そ
し
て
、
こ
の
長
歌
に
も
「
勇
み
た
る 

猛
き
軍
士
と 

ね
ぎ
た
ま
ひ 

任
け
の
ま
に
ま
に
」

「
大
君
の 

命
の
ま
に
ま 

ま
す
ら
を
の 

心
を
持
ち
て
」
な
ど
と
防
人
の
使
命
感
が
詠
み
込
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
長
歌
に
は
、
諸
注
釈
を
は
じ
め
、
小
野
寛
・
村
瀬
憲
夫
な
ど
多
く
の
諸
氏
に
よ
っ
て
古
歌

の
成
句
を
か
な
り
流
用
し
て
い
る
こ
と
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り

（
１
５

、 ）

ま
た
松
田
聡
は
、
特

に
憶
良
「
好
去
好
来
歌
」
や
人
麻
呂
「
石
中
死
人
歌
」
の
両
者
の
構
造
・
様
式
を
複
合
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
も
の
と
し
、
勇
猛
な
防
人
像
は
、
こ
う
し
た
様
式
の
複
合
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ

る
と
結
論
づ
け
て
い
る

（
１
６

。 ）

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
成
句
と
類
似
の
表
現
、
類
似
の
発
想
が
常
陸
国
・

下
野
国
防
人
歌
に
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
「
猛
き
軍
士
と
」
「
ま
櫂
し
じ
貫
き
」
「
障
ま
は
ず
帰

り
来
ま
せ
と
」
は
常
陸
国
と
類
似
の
表
現
で
あ
り
、
「
大
君
の
命
の
ま
に
ま
」
は
下
野
国
と
、
「
筑

紫
の
国
は
」
「
難
波
の
三
津
に
」
は
常
陸
・
下
野
国
両
者
に
対
応
し
て
い
く
表
現
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
常
陸
国
の
四
三
六
五
「
お
し
て
る
や
難
波
の
津
ゆ
り
」
と
い
う
枕
詞
の
使
用
は
、
東
国
人
の

発
想
と
し
て
は
自
然
な
も
の
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。 

さ
て
、
こ
の
長
歌
に
対
し
て
市
瀬
雅
之
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。 

家
持
が
二
月
八
日
に
詠
出
し
た
「
防
人
」
は
、
難
波
に
集
結
し
た
防
人
で
も
な
く
、
蒐
集
さ

れ
た
歌
の
中
に
見
出
さ
れ
た
防
人
で
も
な
い
。
家
持
自
身
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
形
象
し
た

「
防
人
」
像
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
〈 

ま
す
ら
を
で
あ
る
防
人 

〉
像
に
は
じ
ま
り
、
〈 
悲

別
の
情
を
抱
え
た
防
人 

〉
像
へ
と
変
容
し
な
が
ら
、
歌
世
界
の
中
に
構
築
さ
れ
た
「
防
人
」

像
で
あ
っ
た

（
１
７

。 ） 

実
は
こ
の
家
持
の
理
想
像
が
投
影
さ
れ
た
の
が
、
常
陸
国
・
下
野
国
に
見
ら
れ
る
歌
の
あ
り
よ

う
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
家
持
は
常
陸
国
・
下
野
国
の
防
人
歌
に
関
与
し
た
の
で

は
な
い
か
。
家
持
の
長
歌
な
ら
び
に
常
陸
国
・
下
野
国
の
防
人
歌
に
特
徴
的
な
「
顧
み
ず
」
と
い

う
「
ま
す
ら
を
」
的
発
想
も
、
そ
れ
を
間
接
的
に
立
証
す
る
。 

従
来
、
例
え
ば
、
伊
藤
博
『
釋
注
』
が
「
家
持
の
詠
作
の
こ
と
ご
と
く
が
何
ら
か
の
形
で
防
人

歌
か
ら
の
刺
激
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

（
１
８

」 ）

と
す
る
よ
う
に
、
防
人
歌
か
ら
家
持
防
人
関
連
歌

へ
の
影
響
は
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
家
持
歌
か
ら
防
人
歌
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
防
人
歌
が
出
郷
時
や
旅
の
途
次
で
の
歌
を
詠
み
込
ん
で
お
り
、
そ
の
歌
の

内
容
の
場
が
実
際
の
詠
歌
の
場
と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
述
し
た
「
駿
河

国
・
上
総
国
歌
群
」
や
「
常
陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
の
対
応
関
係
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
歌
の
内
容

上
の
場
は
確
か
に
出
郷
時
や
旅
の
途
次
で
の
歌
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
の
歌
の
場
は
難
波
津
だ

と
考
え
ら
れ
る
歌
群
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
疑
問
点
（
2
）
の
発
想
の
基
盤
は
大
伴
家
持
に
あ
り
、
防
人
歌

「
常
陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
は
、
大
伴
家
持
が
歌
世
界
の
中
で
構
築
し
た
「
防
人
」
像
に
基
づ
い

て
形
成
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
ま
ず
は
結
論
付
け
た
い
。 

 

五 

家
持
防
人
関
連
長
歌
と
の
関
係 

 
 

最
後
に
こ
の
視
点
を
拡
げ
、
さ
ら
に
「
常
陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
を
追
究
し
て
み
た
い
。 

 

常
陸
国
の
冒
頭
四
首
は
四
三
六
三
が
「
難
波
津
」「
今
は
漕
ぎ
ぬ
と
」「
妹
に
告
げ
こ
そ
」
と
詠

む
の
に
対
し
、
四
三
六
五
は
「
難
波
の
津
」「
我
は
漕
ぎ
ぬ
と
」「
妹
に
告
ぎ
こ
そ
」
と
対
応
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
四
三
六
四
で
は
、
十
分
に
別
れ
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
後
悔
の
念

を
詠
む
の
に
対
し
、
四
三
六
六
で
は
そ
の
思
い
を
、
蘇
武
の
雁
信
の
故
事
に
よ
っ
て
、「
恋
を
記

し
て
付
け
て
」
雁
に
託
そ
う
と
詠
む
こ
と
で
対
応
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
四
首
は
同
一
の
場
に
お
い
て
、
順
次
前
歌
に
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
難
波
津
の
景
を
詠
み
込
ん
で
い
る
歌
が
配
列
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

と
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
下
野
国
防
人
歌
に
は
難
波
津
で
の
景
を
詠
み
込
む
歌
が
後
半
に
並
ん

で
く
る

（
１
９

。 ）

そ
し
て
下
野
国
防
人
歌
に
お
い
て
も
四
三
七
六
が
、 

旅
行
に
行
く
と
知
ら
ず
て
母
父
に
言
申
さ
ず
て
今
ぞ
悔
し
き 

と
十
分
に
別
れ
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
な
か
っ
た
後
悔
の
念
を
詠
む
の
に
対
し
、
四
三
七
七
が
、 
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母
刀
自
も
玉
に
も
が
も
や
戴
き
て
み
づ
ら
の
中
に
合
へ
巻
か
ま
く
も 

と
「
み
づ
ら
の
中
に
合
へ
巻
」
い
て
寄
り
添
っ
て
い
た
い
と
詠
む
こ
と
で
対
応
さ
せ
て
い
る
。 

こ
の
配
列
と
大
伴
家
持
防
人
関
連
歌
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
常
陸
国
防
人
歌
の
直
前
に
は
、

家
持
の
四
三
六
〇
「
私
の
拙
懐
を
陳
ぶ
る
一
首
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
長

歌
自
体
は
、
防
人
と
直
接
関
係
を
持
た
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
特
異
で
あ
り
、
難
波
離
宮
を
讃

美
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
宮
廷
讃
歌
と
称
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
長
歌
の
構
想
に
関
し
て
、

松
田
聡
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

拙
懐
歌
制
作
の
背
景
に
は
、
歌
を
媒
介
と
し
て
君
臣
が
交
流
す
る
文
雅
の
宴
に
列
席
す
る
こ

と
を
望
み
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
実
現
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
家
持
の
鬱
屈
を
読
み
取

る
べ
き
な
の
で
あ
り

（
２
０

、 ） 

恐
ら
く
家
持
は
、
身
分
を
越
え
て
和
歌
と
い
う
文
雅
の
世
界
を
共
有
す
る
こ
と
自
体
に
一
つ

の
理
想
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
２
１

。 ） 

こ
の
よ
う
な
家
持
の
意
識
を
反
映
さ
せ
た
場
と
し
て
「
常
陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
私
の
拙
懐
を
陳
ぶ
る
一
首
」
の
直

後
に
配
列
さ
れ
て
い
る
常
陸
国
冒
頭
の
難
波
詠
は
、
そ
れ
を
意
識
し
た
配
列
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
人
が
二
首
歌
を
詠
む
と
い
う
特
異
性
は
、
宴
の
場
を
端
的
に
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
難
波
詠
が
冒
頭
に
お
か
れ
る
意
義
は
、
直
前
の
家
持
長
歌
に
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る

（
２
２

。 ） 

 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
常
陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
家
持
長
歌
を
背

景
と
し
た
一
つ
の
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
流
れ
を
防
人
歌
に
位
置
づ
け

て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 

二
月
八
日
に
詠
ま
れ
た
家
持
最
初
の
防
人
関
連
長
歌
「
防
人
が
悲
別
の
心
を
追
ひ
て
痛
み
作
る

歌
一
首
」
に
見
ら
れ
る
「
防
人
」
像
を
防
人
歌
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
二
月
十
四
日
の
常
陸
国
・

下
野
国
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
二
月
九
日
に
駿
河
国
・
上
総
国
が
進
上
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
の
二
国
に
は
家
持
長
歌
の
影
響
が
考
え
ら
れ
て
も
よ
い
の
だ
が
、
駿
河
国
の
左
注
に
は
、 

 
 

二
月
七
日
に
、
駿
河
国
の
防
人
部
領
使
守
従
五
位
下
布
勢
朝
臣
人
主
の
、
実
に
進
る
は
九
日
、

歌
の
数
二
十
首
。
た
だ
し
拙
劣
の
歌
は
取
り
載
せ
ず
。 

と
あ
る
。
こ
こ
に
「
二
月
七
日
に
」「
実
に
進
る
は
九
日
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
な
ぜ

わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
記
述
を
し
た
の
か
、
そ
れ
は
上
総
国
の
九
日
と
関
連
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
二
国
が
同
時
に
、
ま
た
一
緒
に
進
上
さ
れ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て

い
る
。
ま
た
「
二
月
七
日
」
と
い
う
記
述
は
、
こ
れ
ら
二
国
共
同
の
場
が
二
月
七
日
に
は
す
で
に

も
た
れ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
、
家
持
が
歌
世
界
の
中
で
構
築

し
た
「
防
人
」
像
を
示
し
う
る
防
人
歌
は
常
陸
国
・
下
野
国
が
最
初
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
家
持
長
歌
か
ら
防
人
歌
へ
、
と
い
う
発
想
自
体
を
結
論
付
け
る
た
め
に
は
、
当
然
ま
だ
ま

だ
細
か
い
分
析
・
立
証
が
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
本
稿
は
大
き
な
枠
組
み
を
示
し
、
そ

の
可
能
性
を
示
唆
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
。 

 
 

お
わ
り
に 

 

 
 

常
陸
国
防
人
歌
の
前
半
は
、
直
前
の
大
伴
家
持
長
歌
「
私
の
拙
懐
を
陳
ぶ
る
一
首
」
の
難
波
詠

と
密
接
に
結
び
つ
き
、
後
半
は
下
野
国
防
人
歌
の
冒
頭
部
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
後

半
と
の
結
び
つ
き
の
接
点
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
防
人
歌
唯
一
の
長
歌
の
意
義
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
結
び
つ
き
を
明
確
化
す
る
必
要
上
、
常
陸
国
防
人
歌
は
防
人
歌
の
原
則
か
ら
は
ず
れ
た
配
列

を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
見
出
さ
れ
た
「
常
陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
は
、
そ
の
背
景
に
家
持
防
人
関

連
長
歌
「
防
人
が
悲
別
の
心
を
追
ひ
て
痛
み
作
る
歌
一
首
」
が
あ
り
、
家
持
が
歌
世
界
の
中
で
構

築
し
た
「
防
人
」
像
を
現
実
の
場
に
求
め
、
身
分
を
越
え
て
和
歌
と
い
う
文
雅
の
世
界
を
共
有
す

る
こ
と
に
一
つ
の
理
想
を
見
出
し
た
結
果
が
確
認
で
き
た
。 

 
以
上
の
よ
う
に
「
常
陸
国
・
下
野
国
歌
群
」
は
、
二
つ
の
家
持
防
人
関
連
長
歌
を
背
景
と
し
て

成
立
し
て
い
る
歌
群
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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注 （
１
）
吉
野
裕
『
防
人
歌
の
基
礎
講
造
』（
伊
藤
書
店
、
一
九
四
三
年
八
月
。
本
稿
で
は
筑
摩
書 

房
、
一
九
八
四
年
一
月
に
拠
る
） 

（
２
）
例
え
ば
、
南
信
一
「
駿
河
国
防
人
歌
」『
萬
葉
集
駿
遠
豆 

論
考
と
評
釈
』（
風
間
所
房 

一
九
六
九
年
十
一
月
）、
身
崎
寿
「
防
人
歌
試
論
」（「
萬
葉
」
八
十
二
号
、
一
九
七
三
年
十

月
）、
金
子
武
雄
「
東
国
防
人
等
に
と
っ
て
の
そ
の
歌
」『
万
葉 

防
人
の
歌
』（
公
論
社
、

一
九
七
六
年
六
月
）
な
ど
参
照
。 

（
３
）
防
人
歌
作
者
名
表
記
に
関
し
て
は
、
岸
俊
男
の
ア
の
説
が
現
在
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い 

る
（「
防
人
考
―
東
国
と
西
国
―
」『
万
葉
集
大
成
特
殊
研
究
篇
』
平
凡
社
・
一
九
五
五
年 

三
月
）。
た
だ
し
、
岸
説
で
は
例
外
と
さ
れ
て
い
た
駿
河
国
や
武
蔵
国
の
冒
頭
に
お
か
れ

る
「
上
丁
」
は
イ
の
よ
う
に
考
え
る
と
合
理
的
に
説
明
で
き
る
。
ま
た
「
～
郡
上
丁
」
に

関
し
て
は
、「
一
般
防
人
兵
士
」
と
す
る
説
が
通
説
だ
が
、「
～
郡
上
丁
」
は
各
郡
内
で
は

一
名
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
～
郡
の
上
」、
す
な
わ
ち
、
そ
の
郡
の
防
人
集
団
内
部
の

「
か
み
・
長
」
を
意
味
す
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
（
拙
稿
「
防
人
歌
作
者
名
表
記
の
方

法
―
進
上
歌
数
と
の
関
連
か
ら
―
」『
古
典
と
民
俗
学
論
集
―
桜
井
満
先
生
追
悼
―
』
お

う
ふ
う
、
一
九
九
七
年
二
月
）。 

（
４
）
身
崎
寿
、
注
（
２
）
に
同
じ
。 

（
５
）
渡
瀬
昌
忠
「
新
・
万
葉
一
枝
（
十
七
）
―
防
人
歌
の
『
大
君
の
命
恐
み
』
―
」（「
水
甕
」 

第
九
十
五
巻
五
号
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）、
の
ち
『
渡
瀬
昌
忠
著
作
集 

補
巻
二 

万
葉

記
紀
新
考
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
二
年
十
月
） 

（
６
）
林
慶
花
「『
大
君
の
命
か
し
こ
み
』
考
―
防
人
歌
の
分
析
を
中
心
に
―
』（「
国
語
と
国
文 

学
」
第
七
十
八
巻
七
号
、
二
〇
〇
一
年
七
月
） 

（
７
）
林
田
正
男
「
防
人
歌
の
人
と
場
」『
万
葉
防
人
歌
の
諸
相
』（
新
典
社
、
一
九
八
五
年
五 

月
） 

（
８
）
注
（
２
）
参
照
。 

（
９
）
注
（
７
）
に
同
じ
。 

（
10
）
拙
稿
「
防
人
歌
『
駿
河
国
・
上
総
国
歌
群
』
の
成
立
―
『
進
上
歌
数
』
と
の
関
連
か
ら

―
」（「
美
夫
君
志
」
第
六
十
八
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
） 

（
11
）
南
信
一
・
身
崎
壽
・
金
子
武
雄
三
者
と
も
が
難
波
津
で
の
作
と
す
る
も
の
は
、
四
三
四

九
・
四
三
五
五
の
二
首
の
み
で
あ
る
（
注
２
参
照
）。 

（
12
）
拙
稿
「『
万
葉
集
』
に
お
け
る
『
あ
れ
』
と
『
わ
れ
』
―
『
孤
的
』
意
識
と
集
団
意
識
の 

表
出
―
」（「
實
踐
国
文
学
」
第
五
十
五
号
、
一
九
九
九
年
三
月
）
参
照
。 

（
13
）
遠
藤
宏
「
防
人
―
そ
の
歌
の
場
―
」（『
萬
葉
集
講
座
』
第
六
巻
、
有
精
堂
、
一
九
七
二

年
十
二
月
） 

（
14
）
下
野
国
四
三
七
六
は
、
駿
河
国
四
三
三
七
「
水
鳥
の
た
ち
の
急
ぎ
に
父
母
に
物
言
は
ず

来
に
て
今
ぞ
悔
し
き
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
歌
で
あ
り
、
渡
瀬
昌
忠
は
、
四
三
七
六
は
駿
河

国
防
人
歌
を
受
け
て
作
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（「
新
・
万
葉
一
枝
（
四
）
―

水
鳥
の
発
ち
の
急
ぎ
に
―
」「
水
甕
」
第
九
十
四
号
四
号
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）。
そ
の
場

合
、
歌
の
場
は
難
波
津
が
想
定
さ
れ
る
が
、
下
野
国
防
人
歌
に
駿
河
国
防
人
歌
の
影
響
が

見
ら
れ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。 

（
15
）
多
く
の
注
釈
書
に
指
摘
が
あ
る
が
、
例
え
ば
小
野
寛
「
防
人
と
の
出
会
―
防
人
の
心
情

を
陳
べ
る
長
歌
三
作
―
」（
上
代
文
学
会
編
万
葉
夏
季
大
学
第
十
四
集
『
家
持
を
考
え
る
』

一
九
八
八
年
八
月
）、
村
瀬
憲
夫
「
大
伴
家
持
の
『
防
人
歌
』」（
近
畿
大
学
文
芸
学
部
論

集
「
文
学
・
芸
術
・
文
化
」
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
）
な
ど
参
照
。 

（
16
）
松
田
聡
「
防
人
関
係
長
歌
の
成
立
」（「
国
文
学
研
究
」
第
百
十
四
集
、
一
九
九
四
年
十

月
） 

（
17
）
市
瀬
雅
之
「
防
人
の
心
を
詠
む
歌
」（『
セ
ミ
ナ
ー 

万
葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
九
巻
、

和
泉
書
院
・
二
〇
〇
三
年
七
月
） 

（
18
）
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
十
』（
集
英
社
・
一
九
九
八
年
十
二
月
）
四
三
三
一
～
四
三
三
六

の
注
。 

（
19
） 
渡
瀬
昌
忠
は
、
万
葉
集
の
編
纂
に
働
い
た
地
理
的
配
列
の
根
幹
に
あ
る
も
の
は
「
反
時

計
回
り
」
の
方
角
順
で
あ
り
、『
風
土
記
』
の
郡
名
配
列
も
大
体
に
お
い
て
こ
の
「
反
時
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計
回
り
」
の
方
角
順
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（「
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
の
地
理
的
配
列

―
時
計
回
り
方
角
順
と
〈
東
―
西
〉〈
南
―
北
〉
の
対
比
―
」「
実
践
国
文
学
」
第
五
十
一

号
、
一
九
九
九
年
三
月
）。
下
野
国
防
人
歌
の
郡
名
の
配
列
も
大
体
に
お
い
て
「
反
時
計

回
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
歌
の
内
容
か
ら
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い
配
列
意
識
が
あ
っ
た

こ
と
も
確
か
で
あ
る
（
拙
稿
「
下
野
国
防
人
歌
に
お
け
る
配
列
方
法
と
歌
の
場
」『
上
代

文
学
研
究
論
集
』
第
二
輯
、
二
〇
一
二
年
四
月
） 

（
20
）
松
田
聡
「
拙
懐
歌
の
論
―
帰
京
後
の
論
―
」（「
国
文
学
研
究
」
百
二
十
五
集
、
一
九
九

八
年
六
月
） 

（
21
）
松
田
聡
「
防
人
歌
の
蒐
集
と
家
持
」（「
古
代
研
究
」
第
三
十
号
、
一
九
九
七
年
一
月
） 

（
22
）
山
崎
健
司
は
「
Ｂ
の
直
後
（「
陳
私
拙
懐
一
首
」
―
東
城
注
）、
十
四
日
に
進
上
さ
れ
た

常
陸
の
防
人
歌
の
冒
頭
に
難
波
津
を
詠
む
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
か
る
歌
群
と

し
て
の
表
現
効
果
を
念
頭
に
お
く
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
（「
防
人
歌
群

の
編
纂
と
家
持
―
防
人
関
連
歌
形
成
の
契
機
―
」「
熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会

国
文
研
究
」
第
四
十
八
号
、
二
〇
〇
三
年
一
月
）、
ま
た
阿
部
り
か
も
「
常
陸
国
防
人
歌

が
長
歌Ⅱ

（「
陳
私
拙
懷
一
首
」
―
東
城
注
）
に
続
く
の
は
、
長
歌Ⅱ

の
難
波
詠
と
常
陸

国
防
人
冒
頭
歌
が
、
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い

る
が
（「
天
平
勝
宝
七
歳
の
常
陸
国
防
人
歌
」『
萬
葉
研
究
』
第
二
十
号
、
二
〇
〇
四
年
二

月
）、
本
稿
の
結
論
は
、
こ
れ
ら
の
結
論
と
も
結
び
つ
く
。 
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